
答　

水
質
検
査
は
、
県
の
鹿

児
島
湾
ブ
ル
ー
計
画
に
よ

り
、
天
降
川
河
口
沖
で
行
っ

て
お
り
、
過
去
10
年
間
、
県

が
定
め
た
水
質
保
全
目
標
を

達
成
で
き
て
い
な
い
。
ま

た
、
土
壌
検
査
は
、
天
降
川

河
口
干
潟
ほ
か
２
か
所
で

行
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
で

は
、
ヘ
ド
ロ
化
は
し
て
い
な

い
が
、
富
栄
養
化
の
傾
向
に

あ
り
、
今
後
進
行
す
れ
ば
貧

酸
素
状
態
と
な
り
、
生
物
の

生
息
に
適
さ
な
い
環
境
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
、
良
い
環
境

を
、
責
任
を
も
っ
て
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
べ
く
総
合
的
に

検
討
し
、
漁
協
及
び
湾
奥
会

議
と
連
携
し
な
が
ら
海
の
環

境
健
全
化
に
努
力
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
畜
産
振
興
に
つ
い
て

錦
江
湾
沿
岸
の
環
境

整
備
の
状
況
を
示
せ中馬　幹雄 議員

問　

総
合
支
所
の
決
裁
に
つ

い
て
、
決
裁
の
迅
速
化
・
市

民
に
と
っ
て
市
民
目
線
の
ス

ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

で
き
る
の
か
。

答　

総
合
支
所
長
の
決
裁
権

限
に
つ
い
て
は
、
部
長
級
の

権
限
を
維
持
し
、
３
０
０
万

円
未
満
の
予
定
価
格
の
設
定

や
公
有
財
産
の
売
り
払
い

等
、
予
算
執
行
が
で
き
る
よ

う
に
維
持
し
て
い
る
。
決
裁

の
迅
速
化
に
つ
い
て
は
、
グ

ル
ー
プ
制
の
導
入
や
３
０
０

万
円
以
下
の
財
務
課
合
議
を

不
要
と
し
、
支
所
長
へ
の
権

限
委
譲
、
使
送
便
の
見
直

し
、
休
暇
申
請
等
に
電
子
決

裁
を
導
入
し
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
。

問　

農
政
部
関
係
職
員
を
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
対
応
で
き

る
総
合
支
所
に
配
置
で
き
な

い
か
。

答　

農
政
部
関
係
の
職
員
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

人
員
適
正
化
等
を
考
慮
し
、

地
域
に
適
応
し
た
配
置
を
考

え
て
い
く
。

公
共
工
事
請
負
規
定
に
つ
い

て問　

現
場
代
理
人
の
常
駐
義

務
緩
和
策
に
つ
い
て
、
霧
島

市
も
地
元
業
者
育
成
の
観
点

か
ら
取
り
入
れ
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

霧
島
市
も
県
の
運
用
を

準
用
し
て
、
本
年
３
月
１
日

以
降
に
契
約
締
結
す
る
工
事

に
つ
い
て
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

総
合
支
所
と
本
庁
の

位
置
づ
け
・
あ
り
方

を
問
う

問　

海
水
の
水
質
検
査
及
び

土
壌
検
査
実
施
を
問
う
。
湾

奥
海
岸
の
干
潟
は
、
貝
類
及

び
魚
の
生
息
が
激
減
し
て
い

る
が
、
そ
の
原
因
究
明
と
対

策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

角
の
下
川
の
整
備
を
強
く
要

望
す
る

問　

川
沿
い
の
住
民
は
洪
水

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
梅
雨

前
に
、
カ
ー
ブ
の
改
修
と
寄

り
州
の
除
去
、
川
ざ
ら
え
な

ど
、
県
に
も
っ
と
強
く
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

河
川
改
修
や
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携

し
、
今
後
も
随
時
対
応
し
て

い
く
。
河
川
改
修
の
必
要
性

は
、
引
き
続
き
県
に
強
く
要

望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
観
光
行
政
に
つ
い
て

道
路
拡
幅
工
事
を
急

げ問　

宮
内
地
区
野
崎
の
市
道

は
整
備
さ
れ
住
宅
化
が
進

み
、
交
通
量
も
多
い
が
、
橋

が
狭
く
通
学
路
で
も
あ
り
大

変
危
険
で
あ
る
。
事
故
防
止

の
た
め
橋
の
拡
幅
工
事
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

現
地
を
確
認
し
、
橋
が

狭
く
大
変
危
険
と
感
じ
た
。

拡
幅
工
事
を
進
め
た
い
。
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問　

こ
の
件
は
、
三
年
前
に

も
質
問
を
し
、
そ
の
後
計
画

的
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
る

が
、
手
つ
か
ず
の
所
も
多
く

見
ら
れ
る
。
白
線
や
横
断
歩

道
が
見
づ
ら
い
た
め
の
死
亡

事
故
も
発
生
し
て
い
る
。
対

象
路
線
と
延
長
と
塗
り
替
え

の
状
況
を
問
う
。

答　

調
査
の
結
果
、
１
４
１

路
線
、
４
０
２
㎞
の
引
き
直

し
が
必
要
で
あ
り
、
交
通
量

の
多
い
消
え
か
け
た
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
等
を
優
先
に
引

き
直
し
を
し
て
い
る
。
今
後

も
交
通
事
故
防
止
対
策
に
重

要
で
あ
る
の
で
計
画
的
に
進

め
る
。

新
川
北
線
の
進
捗
状
況
を
問

う問　

新
川
北
線
は
、
県
道
野

口
線
や
国
道
10
号
の
交
通
渋

滞
を
補
完
し
、
天
降
川
小
学

校
へ
の
通
学
路
と
し
て
計
画

さ
れ
た
。
そ
の
進
捗
状
況
と

終
点
か
ら
Ａ
コ
ー
プ
手
前
信

号
機
ま
で
の
未
計
画
約
２
０

０
ｍ
間
の
整
備
計
画
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

現
在
、
し
ら
さ
ぎ
橋
の

建
設
中
で
、
天
降
川
小
学
校

ま
で
の
間
５
６
０
ｍ
を
平
成

28
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

お
り
、
残
り
約
８
０
０
ｍ
は

一
期
工
事
の
進
捗
を
見
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
未
計
画
区
間
の
約
２
０

０
ｍ
の
計
画
に
つ
い
て
は
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

消
え
た
り
、
消
え
か

か
っ
た
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
横
断
歩
道
の
塗
り

替
え
状
況
を
問
う

池田　綱雄 議員

の
設
置
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
応
す
る
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て

問　

霧
島
市
は
、
肉
用
牛
の

産
地
で
あ
る
が
、
今
後
、
後

継
者
不
足
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
か
。

答　

市
内
の
繁
殖
農
家
は
６

３
７
戸
で
、
70
歳
以
上
の
農

家
が
６
割
で
、
そ
の
う
ち
後

継
者
の
い
る
農
家
は
、
18
戸

の
５
％
で
、
厳
し
い
状
態
で

あ
る
。
中
核
的
畜
産
農
家
育

成
に
取
り
組
み
、
若
手
畜
産

農
家
支
援
策
と
し
て
、
研
修

や
交
流
に
努
め
て
い
る
。

観
光
霧
島
の
施
設
整

備
に
つ
い
て

問　

観
光
霧
島
。
お
も
て
な

し
の
心
で
と
謳
い
な
が
ら
、

霧
島
温
泉
丸
尾
の
バ
ス
停
は

屋
根
が
な
く
、
観
光
客
は
雨

天
時
不
愉
快
な
思
い
を
さ
れ

て
い
る
。
思
い
や
り
の
気
持

ち
で
帰
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
構
造
物
の
設
置
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
国
民
休
養
地
の
国
道
沿

い
に
ト
イ
レ
が
な
く
、
来
園

者
や
花
見
客
の
た
め
の
公
衆

用
ト
イ
レ
の
設
置
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

バ
ス
停
の
屋
根
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
等

検
討
し
た
が
、
該
当
事
業
が

な
く
、
引
き
続
き
旅
館
協
会

や
関
係
機
関
と
協
議
し
、
市

も
対
応
策
を
検
討
す
る
。
国

民
休
養
地
内
の
公
衆
ト
イ
レ

厚地　　覺 議員

公
共
工
事
の
平
準
化
に
努
め

よ問　

公
共
事
業
の
平
準
化
を

主
張
し
て
き
た
が
現
状
は
ど

う
か
。
県
は
現
場
代
理
人
の

兼
任
を
試
験
運
用
す
る
と
し

た
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

平
準
化
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
署
で
は
年
間
計
画
を

立
て
て
発
注
し
て
い
る
が
、

補
助
金
の
関
係
な
ど
で
計
画

通
り
に
執
行
で
き
て
い
な

い
。
今
後
は
、
一
層
早
期
発

注
、
平
準
化
に
努
め
て
い

く
。
現
場
代
理
人
の
常
駐
緩

和
策
は
、
工
事
現
場
の
運
営

な
ど
、
発
注
者
が
認
め
た
場

合
、
兼
任
を
認
め
、
今
年
の

３
月
１
日
以
降
実
施
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
懸
垂
幕
取
付
け
タ
ワ
ー
に

つ
い
て

・
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

市
独
自
の
新
た
な
職

員
採
用
方
法
と
は

問　

過
去
３
年
間
の
職
員
採

用
状
況
と
市
独
自
の
新
た
な

採
用
方
法
は
何
か
。
ま
た
、

技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
現

状
は
な
い
か
。

答　

採
用
職
員
数
は
68
名
。

高
卒
16
名
、
短
大
卒
５
名
、

大
卒
41
名
、
大
学
院
卒
６

名
、
民
間
等
の
実
務
経
験
者

が
21
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

霧
島
市
内
が
33
名
、
市
外
が

35
名
で
あ
る
。
新
た
な
採
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
職
務
適
正
以
外
の
能
力

や
性
格
、
情
緒
の
安
定
性
を

併
せ
て
見
る
必
要
性
か
ら
、

面
接
試
験
の
補
完
対
策
と
し

て
適
正
試
験
を
実
施
す
る
。

技
術
職
は
、
業
務
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。
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